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                   The Origin of  the Christian Music

                             Education in Japan
    

-
 The  Extraordinary  Encounter  between the  European  Culture and

       the Japanese  in the late 16`h Century;Seeking  for the Outcome

                        of  the Catholic Mission  by  Padre.  A. Valignano  
m

                              SHINDO  Michiko

    Abstract. What  was  the beginning of  the education  of Western music  in Japan?  As

  numerous  results  of  studies  which  many  scholars  have  gained show,we  may  say  that,the

  answer  would  be that the  missionaries  from  the Society of  Jesus came  to  Japan  in the

  middle  of  16th century  in order  to preach Christianity and  taught the Japanese converts

  how  to sing  great number  of  Gregorian chants  and  how  to play various  kinds of  musical

  instruments, such  as  the previous-type of  the viela  and  the organ.  In fact, when  we  read

  historical materials  written  by those padres, it is not  difficult to find the facts that  4oo

  distant years ago,  the Japanese at  the time adored  Western music  quite, whether  they

  loved the Christian ideas/doctrines or  not,  and  also  the high quality of  musical  education

  was  provided in the educational,  religious  institutions (espgcially, the schools  called  seminario

  and  collegio) which  those Jesuit missionaries  established,  although  people today  tend  to

  think that the flourish of  the education  of  Western musie  emerged  after  the Meiji restoration.

    The first contact  between the Japanese and  the Westerners stretches  back to 1543, when

  the Japanese old-type  firearms was  first brought to Japan by shipwrecked  Portuguese

  merchants.  Soon after  that, their commercial  contacts  were  developed into the Nan'ban

  trade, and  this was  soon  followed by the missionary  work  towards  the Japanese, since  at

  that time, the Iberian countries  enjoyed  the great age  of  exploration  with  their economic

  and  political ambitions.  On  the Qther hand, Japanese  feudal lords, who  were  in pursuit of

  their own  economic  motives,  were  fairly attracted  by the trade incorne as  well.  Thus, the

  Nan-ban  trade and  the expansion  of  the ehurehes  in Japan were  inseparable for their

  financial reasons.

    However,  the religious  music  appealed  to inhabitants' hearts as  a  cultural  aspect  of

  Christianity. An  Italian Padre, A.Valignano, who  endeavoured  to spread  the Christian faith

  and  religious  education  in Japan, attached  a  huge  importance  to this effective,  spiritual

  exchange,  in teaching at  church-related  schools.  I shall  examine  his efforts  and  the outcome

  of  such  education  of  religious  music  ih Japan, taking the following examples  of  seminario

  timetable and  the despatch of  Tensho boy-missions to Rome,  7L4anvale ad  Sacrainenta'

  and  
`uta-oratio',

 one  of  qrypto-Christian's  heritage, from  various  points  of  view;  political,

  social  and  cultural  backgrounds in Japan in this essay.

  i-7-K:  EJ4ftsg\aff,  tf7i)J  v-1,  ](]lindiwtidififi, V-fuVpt YSreee,  
-ikt7tfg

  Key Word  : Education of  religious  music  in Japan, A.Valignano, Tensho bo'y envoys,  Manva

        .,le  ad  Sacramenta Uta-oratio ,
                          '



Kurume SHIN-AI women's College

NII-Electronic Library Service

Kurume 　SH 工N −A 工　womenTs 　College

24 日本 ・キ リ シ タ ン 音 楽教 育 の 原 点

序

　 16世紀半ば
，

キ リス ト教宣教師たちの 来日は
，

西洋 と日本の 交流 の 歴史の 幕開けと同時に ，
キ

リ ス ト教礼拝 に伴 う音楽教育の 最初の導入 の 機

会を ももた ら した 。 宣教師 らは，布教の 許可を

得 た後，都は もと よ り，豊後府内 と有馬 に もキ

リス ト教 の 教育機関を設立 した 。 特 に，巡察 師

と して キ リ ス ト教伝道者の 育成 を中心に布教活

動 を行 っ た パ ー ドレ，ア レ ッ サ ン ドロ ・ヴ ァ リ

ニ ャ
ーノ が ， 日本 の 最初 の 宗教音楽教育 にお い

て，果た した役割は大 きい
。

　 キ リス ト教宣教師た ちが その礎 を築 い た学校

の なか で も，特 に セ ミ ナ リオ と呼ばれ る 中等教

育の ため の 神学校 にお ける宗教音楽教育には 目

を見張る もの が あ り，西洋音楽教育の 興隆は，
一

般 に 明治維新以後 と認識 され て い る こ と も多

い よ うだが ， 我々 は こ こ に ， 日本 にお ける初 め

て の キ リス ト教
：
音楽教育の 萌芽を見出す こ とが

出来 るだ ろ う 。

　小論 は ， 当時の キ リス ト教 の布教および 日本

人ク リス チ ャ ン た ちを取 り巻 い て い た，政治的 ・

文化的・外交的背景 に言 及 しなが ら， 16世紀 後

半 の 日本 に お ける
， 音楽教育 に つ い て 述べ よ う

とす る もの である 。 以下 の 部分で，グ レ ゴ リオ

聖歌が伝来当時，どの よ うに 日本人 クリス チ ャ

ン ら に よ っ て 歌わ れ
，

ほ どな くし て 訪れ た キ リ

ス ト教禁教下 の 日本で歌 オ ラ シ ョ として継承 さ

れ て きたか ，また ，典礼音楽として の 器楽教育，

特 に礼拝用の オ ル ガ ン教育が どの ように施され ，

生徒たちが演奏技術 を身に着 けたの か を，集大

成 と して ，ヴ ァ リニ ャ
ーノ に よ っ て ロ

ー
マ に派

遣 された ，天正遣 欧使節 の エ ヴ ォ ラ大聖堂で の

演奏の 経緯 と， 帰 国後 の 太閤秀吉 へ の 御前演奏

の 様子 を記 した記述 を基 にた ど りなが ら，詳細

に 分析 し，考察 を加 えて い くこ と とする 。

1．EI本の 政治的 ・社会的 ・文化的背景

　初め に，キ リス ト教が フ ラ ン シ ス コ ・ザ ビ エ

ル ら，イ エ ズ ス 会宣教 師た ち に よ っ て ，は じめ

て伝来 した 当時の 日本 に つ い て ，政治的 ・社 会

的・また文化的側面 から触れて み た い と思 う。

日本 にお けるキ リス ト教界 を と りま く情勢は，

ザ ビエ ル が 来朝 した 1549年か ら
， 江戸幕府 に よ

る 1614年の 禁教令が出される まで の
，

わずか な

期間に刻々 と変化 したが ，こ こ で は，日本の キ

リ ス ト教布教の 第
一
期とも分類 され る こ の 期間

に焦点 を当て て み て い こ うと思 う。

　当時 の 日本国内の 様子 は ，お よ そ十年間に渡 っ

て続い た応仁 の乱 （1467〜1477）の 後の 混乱 を

受けて ，室町時代 に花開 い た文化 も荒廃 した，

群雄割 拠 の 戦国の 世の 只中にあ っ た 。 こ の よ う

な 日本 にお い て，宣教師たちの布教活動と，人々

の キ リ ス ト教受容 は，ど の よ うに進 ん で い っ た

の で あろ うか 。

　まず最初 に，宣教師らの 見た 日本は，どの よ

うな もの で あ っ たか 。
こ れ は，ス ペ イ ン の 世俗

の 二 名の 人物，ドン ・ロ ドリーゴ とヴ ィ ス カ イ
ー

ノ の 記 した 『見聞録』か らの 抜粋 を引用 して お

こ う。それ に は，政治的な面 に つ い て は ，「日

本人 の 政治は，私の 知る 限 り，世界で
一
番優 れ

て い る 。 彼 らは神 を知 らない に もかかわ らず ，

完全なる数多 くの 法律 を持 っ てお り， しか もそ

れ は慈悲 にか な っ た もの だ…領主た ち は攻落不

可能な城 を持 っ て お り，誰 もが 戦略 を重視 して

い る」 とい う彼 らの 評価 と，日本人の 性質を し

る した 部分 として ，「日本人は シナ人 ・朝鮮人 ・

テ ル ナ
ー

テ 人そ の 他 マ ニ ラ付近 の い か な る 国民

よ り，好戦的で勇敢な国民で ある 。 彼 らは長銃

を用 い る こ とに長 け…」 とい う記述 が見 られる 。

　
一

方 で ，西洋の キ リス ト教布教 は，なぜ 地 球

の裏側 に位置する，遠 い 東の 果て の 「ジパ ング」

に まで 及んだ の か を知る必 要が ある 。 そ の 理 由

は，西 洋で 興 っ た大航海時代の 到来 に伴い ，海

外 にお ける政治的 ・経済的な版図拡大 とともに ，

野 望に 溢れた 冒険心で もっ て 未知 なる異教徒 の

地 へ 赴 き開拓する こ と，そ して 自分達 は優越的

な人種 として ， 異教徒の 人々 を教化 し， キ リス

ト教の 福音を述べ 伝える使命を帯びて い る，と

い う西 洋を 中心 と した，西洋人に よる価値観が

生 じて きた か らに 他 ならな い 。 こ れ は
，

ロ ーマ

教皇 をも喜 ばせ る大事業で ，当初 は キ リス ト教

の 布教は
， 日本布教 に はあま り興 味が注が れて

N 工工
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い なか っ た に も関わ らず ， 南ア フ リ カ の喜望峰 ，

さ らに はイ ン ドの ゴ アや 中国さえ も回 っ て，つ

い には 日本 に到達する次第とな っ た の であっ た 。

ザ ビ エ ル と 日本人 ア ン ジ ロ
ー

と の 出会い が ，ザ

ビエ ル に 日本布教の 決意 を固め させ ，ザ ビエ ル

は，他の 数名 の 宣教 師と ア ン ジ ロ
ーを伴 っ て ，

彼の 故郷鹿児 島の 地 に降 り立 つ の であ る 。

　宣教師 らの た て た布教方針は
， 縦 に 連なる 日

本 の 封建社会 と彼 らの 性格 をふ まえ，まず大名

ら権力者をキ リス ト教に入信させ れば，そ の 勢

い で
一

般民衆 も
一

気 に教化す る こ とが可能で あ

る ，とい う信念 に基づ い た もの で あ り，ザ ビエ

ル が最初 に示 して い た こ の 見解は ，豊後府内や

安土等，特定の 地域 に お い て は
， ある程度，的

を射た結果を生ん で い る。

　そ もそ も西洋と日本の 初め て の 出会い は，通

説で は，キ リス ト教伝来に 先駆 ける こ と数年，

1543年の 鉄砲伝 来で ある と言われ て い る 。 こ の

時も，ザ ビエ ル と同 じポ ル トガ ル 人 が ，た また

ま漂流 した際 に携えて い た火縄銃 が ，戦 国武将

た ちの 目に留 ま り， 従 来の 戦い 方 をす っ か り変

えて しまう契機 とな っ た の だ っ た 。 戦 国武将 た

ちは，こ の鉄砲伝来 に よ っ て既 に，西洋の 国 々

とその 文化 に興 味を抱 き始め て い た と言 える の

で は と考え られ る 。

　こ こ で ，音楽とい う
一

観点か ら，当時の 文化

状況 も見 て お きた い
。 竹井成 美氏 に よ れば ，

「1468年に著された 『ひ と りご と』 に は ，当時

の 芸能界の 動きが つ ぶ さに示 され て い る 。 そ こ

に は，音曲 （琴 ・筝 ・琵琶 ・謡・朗詠 な ど の 弾 き物

と謡 い 物），吹物 （笙 ・ひ ち りき ・尺八 ・笛 な

ど），早歌 （長編歌謡）な どの 音楽
一

般 に関す

る話題 … 幅広 く記 され て い る 。 」 とあ り，当時

の 多種多様な 日本音楽 の 展開をうかが わせ る 。

一般 の 庶民 た ちは，同氏が 指摘す る とお り，琵

琶 法師の 奏で る琵琶 の 音色 に耳傾 け，心 をな ぐ

さめて い た 。

　実際，宣教 師 と共 に，イ ル マ ン （助修士 ）と

して キ リ ス ト教 の 布教活動の
一

端を担 っ た とさ

れ る 日本入 ，
ロ レ ン ソ もまた ，

こ の 琵琶法師で

あ っ た。日本 の 楽器 と宣教 師 らに よ っ て もた ら

され た西洋の 楽器に つ い て ，竹井氏は 同著の 中

で
， 非常 に 興味深 い 比較 を指摘 して い る 。

　時の 為政者で あ っ た織田信長 （1534〜82）は，

南蛮文化に よ っ て もた らされ る，生 糸や南方産

の め ず ら しい 物 品等に よ っ て 得 られ る利益 に着

目したこ とと，全国平定の多大なる障害 となっ

て い た ，
一

向宗の
一

揆 に対する牽制する 目的や，

仏教 内で の 対立 な どに対する宗派間の 勢力均衡

を図る こ とを期待 して ， 南蛮貿易 とは不可分で

あ っ たキ リス ト教 の 宣教師た ちを厚遇 した。信

長 は，1579年に は オ ル ガ ン テ ィ
ー

ノ に京都の 南

蛮寺 を， 又 1581年 には
， 巡察師ヴ ァ リニ ャ

ーノ

に対 して は，安土 の 城下町に，キリ ス ト教 の 小

神学校で あ る セ ミナ リオ の 建設を許 して い る 。

　さ ら に
，

近畿 ・九州地 方を中心 と した地 域の

大名たちの よ うに，自らの 領地にお い て の 布教

を認め，か つ ，そ の 活動の た め に，土 地を提供

す る な どの 庇護を与える者 も現れ た 。 大半は；

や は りポ ル トガ ル 船 との 交易 を通 じて得 られる

利益 に着 目 した り，自らの 権力を領外に見せ付

ける こ とに よ っ て ，他の 戦国大名か らの 攻撃を

回避 しよ うとす る など，打算的な目論見があ っ

た と言 われ て い るが ， そ の 教義に感銘 を受けて ，

熱心 な信者 とな っ た大名もい た 。 ポ ル トガル船

は
，

これ らの 大名領に の み 入港 した の で ，彼 ら

が事実上，南蛮 との 交易 を通 じて ，かな り莫大

な利益 を手中に収め て い た もの と見受け られ る

の は確かで ある が ， 大友宗麟 （豊 後領主 ）・大

村純忠 （肥前大村領主 ）
・有 馬晴信 （肥 前有馬

領主）・高山右近 （高槻城主）な どは， 自ら も

キ リ ス ト教 に入信 して キ リ シ ダ ン 大名とな っ て

い る し，大友宗麟 は 日本布教長の カブラル から，

有馬晴信は，ヴ ァ リ ニ ャ
ー

ノか ら直接洗礼を受

けて お り， 諸説 ある もの の
， 大村純忠は

， 長崎

の 地をキ リ ス ト教会に寄進する など，キ リス ト

教の 教 えを実践 した ，と報告され て い る 。

　 こ の よ うに ，キ リ ス ト教布教 を進 め る上 で ，

宣教 師たちを取 り巻 く環境 は，来朝時の織 田政

権か ら豊 臣秀吉 に よ っ て バ テ レ ン 追放令が 出さ

れ る まで ，か な り厚遇 を受けた もの で あ っ た と

い っ て良 い 。

　
一般民 衆につ い て も，仏 教界の 僧侶た ち 自身

が，貴族的 な享楽 に溺れた り，武装 して 戦 うな
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どと い っ た，宗教的救済を与 える もの と して の

求心性 を失 っ て い た ため に，信長 をは じめ と し

て ，大名た ちの 庇護 を受けた新来の キ リス ト教

が ，弱き者たちの 心 を捉 えたの は ， 想像 に難 く

な い
。 それ は，お そ ら くキ リ ス ト教 の根幹が ，

「神 の 前 には，女子供 ・社会 的弱 者 もす べ て 平

等で あ り， 神の 愛は万人をあまね く導 く」 とい

う教 えで あるか ら，こ の 平等 とい う部分が殊に，

戦国の 世 に生 きる人 々 の 心の 拠 り所 とな っ た も

の で あろ う 。

H ．ヴ ァ リニ ャ
ーノ と教育指針

A ．ヴ ァ リニ ャ
ーノの 肖像

　次 に，1579年に来 日 し， 日本で の キ リス ト教

教育に貢献した イ タ リア 人 の パ ー
ドレ，ア レ ッ

サ ン ドロ ・ヴ ァ リニ ャ
ー

ノ と彼 の 設立 した神学

校セ ミナ リオ （Seminario ）で の 教育に つ い て ，

概観する 。

　 まず，ヴ ァ リニ ャ
ー

ノ とは，い か なる人物だ っ

たの か 。 初めて来 日 した時 ， ヴ ァ リ ニ ャ
ーノ は

巡察師に任ぜ られ， フ ラ ン シ ス コ ・ザ ビ エ ル に

遅れ る こ と30年，ザ ビ エ ル の 意思 を引 き継 ぎ，

日本 宣教 で の 様 々 な行 き詰 まりを打破 して ，よ

り多 くの ク リス チ ャ ン を獲得す る と い う大 きな

目標 を掲 げて い た 。 当時の 日本教会 は，経済的

に危機存亡 の 時を迎 えて お り， すで に 日本 に て

布教活動を行 っ て い た宣教師たちに とっ て，彼

の 来朝は ，あたか も救世主 の ご と く待ち望 まれ

た もの で あ っ た とい う。

　上記で も述べ た よ うに，日本 における キ リス

ト教布教は，マ カ オ と日本間で の 生糸を中心 と

した南蛮貿易に密接 な関係があ り，不可分で あ っ

た 。 それは，当時の 日本で ，金銭 的苦境 に あえ

ぐイ エ ズ ス 会が ，布教 の た め に依存で きる，ほ

ぼ唯
一

と も言え る資金 源で あ っ た為
．
だ っ た 。 し

か し ，
こ れは布教の 目的上，好ま しい 資金調達

方法 とは言 えず，ヴ ァ リニ ャ
ーノ には，こ の 早

急に解決を要する問題 に対 して
，

い か に 日本 に

対す る経済的援助 を取 り付け るか と い う問 い も

課せ られ て い た 。

　 ヴ ァ リニ ャ
ーノ の 日本布教 に対 する姿勢は，

非常に柔軟で
， 日本布教長に は ，ポ ル トガ ル 人

の フ ラ ン シ ス コ ・カ ブ ラ ル が就任 して い た が ，

こ の 布教長との 対立は 甚だし く，彼 ら の 日本人

観と，それ ゆ えの 布教方針に は，大 きな食い 違

い が生 じた 。 ヴァ リニ ャ
ーノ に と っ て ， もっ と

も苦心 した の は ，カ ブ ラ ル との 確執 の 中で ，い

か に 自らの 信条を反映 した布教活動 を展開する

かで あ っ た 。 カブラ ル の 日本お よび 日本人観が

「…領主達 は，打算的 にキ リ シ タ ン 宗 門や 自分

達イ エ ズ ス 会員 を南蛮貿易に関連 して しか 考え

て い な い
。 日本人ほ ど傲慢 ， 貪欲，不安定で 偽

装的な国民 を見た こ とが ない 。彼 らが共同の
，

そ して従順 な生活が で きる とすれ ば，そ れ は他

に な ん らの 生 活手段 が な い 場合 に お い て の み で

ある。…
日本人修道士が研学を終えて ，ヨーロ ッ

パ 人 と同 じ知識 を持つ ように な る と ， 何をする

で あ ろ うか 。

…日本人 は，同宿 と して 用 い るべ

きで ある 。 」 と い っ た もの で あ っ た の に 対 し，

ヴ ァ リニ ャ
ーノ は ，と主張 し，カ ブ ラ ル に

一
貫

して 反駁 した姿勢を貫 き続けた か らである 。 ヴ ァ

リニ ャ
ーノ に とっ て，もっ と も苦心 した の は，

カ ブ ラ ル との 確執の 中 で ，い か に 自ら の 信条を

反映 した布教活動 を展 開す るか で あ っ た と言 っ

て ，差 し支 えなかろ う。

　こ の 姿勢 は，ヴ ァ リニ ャ
ーノ が 各地に セ ミ ナ

リオを設立 し，実際の 教育 にあた る時に もおお

い に発揮 され ， 後の 天正遣欧使節派遣へ と続 く，

大 きな貢献 を残す こ とにな る 。 ヴ ァ リニ ャ
ーノ

の 来 日当時，日本で の 布教 区域 は既 に，南は鹿

児島か ら
， 東は 美濃や尾張 に まで も広が り， 長
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崎，有馬，天草，豊後 ，山口，京都，高槻，堺，

安土 な ど で は ，か な り大規模 な信徒集団が形成

され て い たが
， 畿内 と九 州地方で は

，
キ リス ト

教 へ の改宗の 進行状況 に，差が 見 られた 。

　 ヴ ァ リ ニ ャ
ーノ は，来朝当時，既に都地方長

と して ，京都で 多数の ク リス チ ャ ン人 口拡大 に

成功 して い た
， 自らと同 じイタ リア人宣教師，

オ ル ガ ン テ イ
ーノ ・ソ ル ドに よ る 日本人 観に 大

き く影響 され て い た こ とが ，書簡 を通 して うか

がえる 。
こ こ で は

，
1577年 9 月20日付 の ベ ル ナ

ル デ ィ
ーノ ・フ ェ ラ ロ 宛 の 書簡 を例 に あげ，オ

ル ガ ン テ ィ
ーノ の 日本人 に対す る評価 を見 てみ

よ う。 「日本人は，世界で も っ と も賢 明な国民

に属 して お り…われ ら の 主 なる 神が何 を人類 に

伝 えた もうたか を見たい と思うもの は，日本へ

来 さえすれ ばよ い 」。
こ こ に は，オ ル ガ ン テ ィ ー

ノ の 並々 ならぬ 日本人へ の 賛辞が読み取れ，い

ささか賞賛 しす ぎな感すら否めない
。 ヴ ァ リニ ャ

ー

ノ が受け取る 日本人観は，もともとこ の ような

オ ル ガ ン テ ィ
ー

ノ に強い 影響 を受けて い るの で ，

彼 は 来朝前か ら日本人に 好感を抱 き，
オ ル ガ ン

テ ィ
ーノ の要請に応 じて ，四十四 人 もの宣教師

を 日本 に 派遣 し，その 際，自分が 来 日する まで

に
，

ぜ ひ 彼 らが 日本 にな じみ ， 日本人信者 との

交流が よ り円滑であ る ように と，日本語 に習 熟

し て い る こ とを願 い 出て い た 。

　 しか し，九州 を拠点 に して い た カブラ ル は，

日本人 同宿，況や平信徒 は，西 洋人宣教師と同

列 に列 され る べ きで は断 じて ない し，日本人 を

イ エ ズス 会に 迎えて 司祭 に叙階す る な どと ん で

もない とい う考えの 持ち主で あっ たか ら ， 常々

か ら 「所詮，お前達は 日本人 だ」 とい う発 言 を

して い た の で ，もちろ ん
， 相互理解を促進す る

ため の 言語習 得な どに力 を注 ぐはず もな く，

「宣教師た ちの 会話が，日本人 に 解 さ れ る よ う

になる こ とを嫌 っ て」 さえいた。 こ の カ ブラル の

姿勢は
， 言 うまで もなく， 日本人 と ヨ

ー
ロ ッ パ

人宣教師との 間に，不
一

致と嫌悪を生 じさせ た 。

　ヴァ リニ ャ
ーノ は，カ ブ ラ ル の 意に反 して，

セ ミ ナ リオ を設置 し，日本の キ リシ タ ン 達に教

育を授ける こ との 重要性 に重 きを置 い た 。 彼は，

『日本 イエ ズ ス 会誌礼法指針』の なかで
， 「日本

人の イル マ ン に対 して
， ある い は ，日本の こ と

を知 っ て い る思慮深 い キ リシ タ ン や カ ザの 友人

た ちに対 して
， あら ゆ る件に つ い て ご く度 々 助

言 を求める とい うこ とは，何 に も増 して パ ード

レ の 権威を維持す る の を助ける で あろ う。

…日

本の 習慣や気質は， ヨ
ー

ロ ッ パ の それ とは，あ

らゆ る と こ ろ で 大 い に 異 なっ て い る の で ，パ ー

ド レ た ちは ，こ の 助言を得る こ とな しに は ，多

くの 場合，自信 を もっ て行動する こ とがで きな

い か らで ある 。 」 と まとめ て い る こ とか ら も分

かる ように ， 音楽教育や，外 国語習得云 々 以前

に，異文化の中で の融合の あ り方を心に留めて，

キリス ト教本来の 精神 を伝え る べ く，『日本諸

事要録』中に 見 られ る よ うに ，「もっ と も有能

で よ く教育され た国民…全ア ジア で最 良の 信徒

とな ろ う」 とヴ ァ リ ニ ャ
ー

ノ は，大 きな期待を

こ め て ，教育方針 を定め た 。

　そ の 内容 も，日本人の キ リシ タ ン生徒 をイエ

ズ ス 会の 司祭に 成長させ るべ く，ラ テ ン 語 と日

本語 の 両方 を学ぶ よ うに時間割 を決 め，才能の

ある 生 徒達 に は
， ク ラ ヴ ォ ・モ ノ コ ル デ ィ オ ・

オル ガ ン ・ギタ
ーなどの楽器を学ばせ て，祝祭

に盛大 に 関わ る よう，努 めた もの で あっ た 。 相

互理解の た めに最 も必要 な
， 対等な立場で の 対

話を行 う。ヴ ァ リ ニ ャ
ーノ の 教育の 原点は，こ

こ に 強 く帰結 され る もの で ある 。

皿．セ ミナ リオ での 音楽教育とその成果 ・遺産

　 さて ，以下の 部分か らは，上 記で概観 して き

た歴 史的お よび文化的背景 をふ まえた上で ， 当

時宣教師に よ っ て ，キ リ ス ト教の 宗教音楽教育

が ど の よ うに施 されて い たかに つ い て ，歌唱教

育分野 と器楽教育分野 に大別 して，見て い こ う。

当時 ， 西洋か らや っ て 来た宣教 師らに と っ て ，

日本の 音楽がど の ように聴 こ えて い たか につ い

ては ，フ ロ イス の 著 した 『日欧文化比較』の 中

で ，興味深 い 評が綴 られ てお り，「ヨ
ー

ロ ッ パ

の 諸国民 におい て は
， 歌 うとき，必ず声 を震わ

せ るが ， B 本人 はそれ を全 くしな い 」 とい うも

の や ，「日本で は ，全て の 人 が 同
一

の 音 階 で わ

め き歌 う」とい う内容で ある 。 初め て ，異文化
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の 音楽 に接 した 西洋 人の 感想 が，純粋な驚 き で

もっ て ，生 き生 きと描か れ て い る 。

　更 に，歌だけで な く，器 楽に つ い て も，「西

洋 人の 様々 の 音響 の 音楽は，響 きよ く快 い もの

で あるが ， 日本の 音楽 と きた ら ， 総 じて 単調音

が キ シキ シ と響 くだけで ，こ れ以上あろ うか と

い うほ ど，ぞ っ とす る よ うな もの で ある」と述

べ て い る 。 しか し，日本人の 西洋音楽に非常な

興 味 を示 して受容 しようとする態度は，フ ロ イ

ス を して「西洋人 は 日本 の 音楽を破調 と感 じ ，

同 じ く日本人 も西洋人 の 音楽を破調 に感 じるで

あろ うに，彼 らは好 ん で ア ル ピ コ ル ヂ ，その 他

の 楽器を奏 し，教会 の 礼拝用 の オ ル ガ ン の使用

に熟達 して い る」とも言わ しめて い る．

【歌唱教育分野】

　歌唱教育は ， 音楽教育の ご く最初 の 段 階か ら

導入 され た もの で ，ミ サ に不可欠な典礼音楽，

す なわ ちグ レ ゴ リオ聖歌が教 えられた 。 音楽は，

日本にお い て の み な らず，キ リス ト教の 教育機

関で は全て ，礼拝儀式と直結する もの として 正

課 とな っ て い た し，音楽教養 を身 につ けて 典礼

に奉仕する よ うに年少者を育成す る こ とは
， 信

仰教化 を進め る上 で も重要で あ っ たか ら，日本

の キ リ シ タ ン児童達 に も同様 の教 育が なされ た

の で ある
。

　我々 は こ こ で ，先に グ レ ゴ リオ 聖歌の典礼 に

おける位 置づ け を，確 認す る必要が あろ う。 水

嶋良雄氏 の 「グレ ゴ リオ聖歌』に よれば ，教会

は グ レ ゴ リオ聖 歌を，「ロ
ー

マ 公 教会 固 有 の 聖

歌」で ある と し ， 「古代の 教父た ちか ら受け継 い

だ唯一
の 聖歌，教会が幾世紀 の 長 きに渡 り，そ

の 典礼の 中に営 々 と守 り続 けた聖 歌 ， 教会が信

者達に対 し，全 く教会自身の もの で ある と提示

し，さ らにそ の 典礼 の ある部分 にお い て 独 占的

に （これ の み を歌うように ，と命 じて い る ）規

定 し て い る 聖 歌」 と み な し
，

また，同氏が グ レ

ゴ リオ聖歌 の本質は，「祈 りの 音 楽」或 い は ，

「歌 とな っ た祈 り」で ある， と定義づ け て い る

よ うに，典礼の なか で ，「祈 りに奉仕する」立場

で は な く，「祈 りと一体化 された音楽」で あ っ た 。

　元 来，キ リス ト教 で は，仏教や禅な ど，当時

の 日本 に とっ て の在来の 宗教 とは異 な り， 音楽

とい う聴覚芸術 を神 との 対話の 手段 として 用 い

る宗教で ある 。 それ まで ，彫刻や 絵画 とい っ た

視覚芸術，すなわち「静止 の芸術」に しか主 に触

れ た こ との な い 日本人 に とっ て ，音楽，そ れ も

詩 と と もに祈 る音楽に 初め て 触れた とき，彼 ら

は い か ばか りに驚嘆 し，また 感銘を受けた で あ

ろ うか 。

　上記で も言及 した が，教養の 高 い もの ばか り

は い な い
，

一
般の 民衆に 分か りや す く説法 して

い く方法 として ，当時の 琵琶法師の よ うに，音

楽 を用 い て 教義を説 い て い くの は ，非常 に効果

的 なこ とだ と思われ る 。 また，日本人 の 西 洋の

珍品 に非常に興味を示す性質を 目の 当た りに し

た こ と もあ り，キ リス ト教 の 宣 教師 も， 音楽 を

用 い た布教方法に着目 した 。

　こ こ で
， 西洋の ル ネサ ン ス 旋風が 音楽分野へ

もた らした影響に つ い て も，軽 くふ れて おこ う。

ル ネサ ン ス は，15世 紀 に 円熟をみせ たが，邦語

訳 と して しば しば用 い られる 「文芸復興」が表

す よ うに，美術や文学 の 分野にお い て の もの で

あ り，ル ネサ ン ス が音楽の 分野 に新 たな息吹 を

吹 き込 ん だ の は，ブ ル ゴ ーニ ュ や フ ラ ン ドル を

中心 に，16世紀前半 にな っ て からの こ となの で ，

日本 にキ リス ト教が伝来 した時期と ， 完全 に
一

致 し て い る 。 こ の 新 しい 動きは
， 厳粛な祈 りの

音楽として の 位置づ けにあ っ たグレ ゴ リオ聖歌

に も例外な く影響 し，時 の 西洋音楽にお ける ル

ネサ ン ス 黄金期の 華や か さが ，多分 に及ん で い

た。換言すれば，ポリ フ ォ ニ ー （複旋律音楽）

性が ，グ レ ゴ リオ聖 歌 に も持ち込 まれ ， 華美 な

賛美歌が 好まれ る傾向にあ っ た 。

　 とこ ろが ， 実際の と こ ろ ， 西洋で の 宗教音楽

へ の傾 向 として は，プ ロ テ ス タ ン トに対する カ

トリ ッ ク界 の 体 制 と し て ， トリエ ン ト公 会議

（1545〜63）が開かれ ， 原点の教 えに立ち返 り，

質素か つ 清 らか なもの を求め る声が上が っ て い

た 。 こ れ によ っ て ，イ エ ズス会 と して も，礼拝

音楽 の 簡素化に極力努め
， 器楽音楽を も削減し

て い くべ きとい う姿勢力襁 まるなか，ヴァ リニ ャ
ー

ノが ， 日本布教 に おける音楽の 重要性を強 く認

識 して ， 積極的に教育 の 中で
， 宗教音楽教育を
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施す方針 を打ち出した の は ，まさ に英断で あ っ

た と言 え る 。

　 とは言 っ て も，実際の 教授 の 場面 で は，幾多

の 困難が生 じた 。 上記の ，フ ロ イ ス の 『日欧文

化比較』で は，西洋 と日本の 習慣の 違い が，多

岐の 分野にわた っ て，事細か に 「我 々 の 〜にお

い て は … だが ，彼ら の 〜は … で ある」 と い う

形式で 綴 られ て い る の だが ，こ と音楽に関 して

も， 日本音楽 と西洋音楽は ， 旋律 の 点か ら言 っ

て も，発声法に つ い て も，そ もそ も共通点は全

くとい っ て な い ，と断言 されて い る部分が あり，

宣教師 ら教授す る側 も， 学 び取 る側 で ある 日本

人に と っ て も，甚だ困難な道 の りが待 ち受 けて

い た の は，容易に想像で きる ところで ある 。 こ

の こ とか ら
，

どうや ら教授 された の は
， 西洋音

楽独 自の協和音や調和 によ っ て決定付け られる

多声音楽は避けて ，単旋律の もの の み教授され

た で あろ うと推察 され て い る 。 しか も，グ レ ゴ

リオ聖歌 は
， 生徒たちが 日常 で 使用す る 日本語

とはか け離れ た ラテ ン 語で，言語の 障壁 の 高さ

は，もちろん言 うま で もな い
。

　当時 ， 日本 の教会は，お よそ200 を数え ，そ

こ には年少者教育の た め に，教会附属初等学校

が 必ず設置され て お り，有馬や 安土 の セ ミ ナ リ

オ，府 内の コ レ ジオで も， 生徒 らは，グレ ゴ リ

オ聖歌 を学ん だ 。
こ れ ら教育機関で の 音 楽教育

を，西洋で の 教会を基盤に した教育 と比較 しな

が ら調 べ て み る と
， 相違点 と共通点 をと もに見

出すこ とが出来，大変興味深 い 。

　グ レ ゴ リオ聖 歌の旋律 を習 う段階 に至 っ た生

徒た ち は
， 通常西洋で は

， 既 に ラ テ ン語の 読誦

の 訓練 を受けて い て，テ キ ス トの正 しい 発音及

び フ レ
ー

ジ ン グはマ ス ターして い る の が前提だ っ

たそ うだが，日本の児 童達 は
， ラテ ン語の 読み

書 きと並行で ，歌唱教 育を受けて い た 。 西洋 に

お い て も，記譜法が普及す るまで は，口頭伝承

で 聖歌 も教授 され ，範唱 と模 唱の 反復練習が 繰

り返されて ，ただで さえ時間を要す る とされて

い たが ，日本の キ リシ タ ン も同様の 訓練 を受け

た の で ある 。 そ して
， 驚嘆すべ き進歩 を見せ て

い た 。

　ヴ ァ リニ ャ ーノ来朝以前か ら，宣教師サ ン シ ェ

シ ュ が ，豊後の 15人の 少年達に ， 声楽とヴ ィ オ

ラ が教授 され ，単旋律の グ レ ゴ リオ聖 歌 を各地

に広 げよ うと して い た 。 現 山口県や大分県 は，

西洋音楽の 発祥の 地 と呼ばれ ，歌唱教育の 成果

に関 して ，い くつ も例が あるが，ジ ョ ア ン ・フ ェ

ル ナ ン デ ス の 書簡に も，そうい っ た記述が読み

取 れ る 。 豊後の 少年達が ，詩編 《Pater　 noster

（主の 祈 り）》， 《Ave　 Maria （天 使祝詞 ）》，

《Credo （信仰宣言）》， 《Salve　Regina （あわ

れみ の元后）》， 《Miserere　mei 　Deus （神 よ，

わ れ らを憐れみ た まえ）》な どを全 て ラ テ ン 語

で 歌 い 唱えて い た
，

とあ る 。 さ らに こ れ は ，後

述す る生月の 歌オ ラ シ ョ に ， 典礼の 順 を乱す こ

とな く，完全 に伝え られ た もの と一致 して い る

と もい う。

　有馬の セ ミ ナ リオの 音楽訓練 を詳 しく見 て み

よ う。 生徒ら の ，祈 りに始ま り祈 りに終わ る聖

務 日課の 中で ，幾多の 聖歌が織 り込 まれ ，か よ

うに習熟す る理 由も納得で きる 。 皆川達夫氏の

研究の 結果 ， 彼 らは ，「毎日 の ミサ の 後 ， 聖 堂

で 《Pater　noster （主の祈 り）》お よび 《（Ave

Maria （天使祝 詞）》を 3回唱え」，更 に 「午 後

に は，シ メ オ ン の カ ン テ ィ ク ム 《Nunc 　 dimitt

is （今こ そ御言葉に した が い ）》お よ び聖 マ リ

ア の 《ラタニ ア ス （連檮）》を唱え…帰途 に は，

《マ ニ フ ィ カ ト》を唱えつ つ 家 に 帰 り…」 とあ

る 。 また ，曜日ご とに異なる詩編 を歌 っ て い た

（次頁左 上表参照 ）。 おそ ら く，生 徒達 は，ヴ ィ

オ ラ
・ダル コ とい う弦楽器の

一
種 を用 い て ，音

程を とりなが ら，また前述の ラテ ン語歌詞 の 習

得 は
， 聴唱法に よ り行われ た の で は ない か と

，

推察 されて い る。

　大変遺憾な こ とに ， 彼らが こ れ らの聖歌 を，

ど の ような旋律で 歌っ て い たか，とい う資料は，

後の
， 秀吉 に よ る バ テ レ ン追放令 （ユ587）以後 ，

キ リス ト教に対する，厳 しい 徳川幕府に よ る完

全 な禁教体制（1614〜〉の もと，そ の殆 ど全て が

失われて しまっ てお り， 我々 の推測の 域 を出な

い
。 しか しなが ら，1605年に 日本初の カ トリ ッ

ク典礼書で ，19曲の グ レ ゴ リオ 聖歌 の 印刷 楽

譜 で あ る 『サ カ ラ メ ン タ提 要 Manvale 　 ad

Sacramenta　Ecclesiae　Ministrarda』 （次頁左
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日 詩編109 ［110］： 《Dixit　Dominus （わが

主に賜 っ た主 の御言葉）》

月 ザカ リア の カ ン テ ィ ク ム ： 《Benedic七us
DoIninus　Deus　Israel（ほ むべ きかな ，

イ ス ラエ ル の 神な る王 ）》

火 詩編112 匚113］： 《Laudate　Pueri　Dominum

（主の僕らよ，主を賛美せよ）》

水 聖 マ リア の カ ン テ ィ ク ム ：《Magnificat

（私の 魂 は
，

主 をあがめ ）》

木 詩編 113　［114］： 《ln　exitu 　Israel（イ ス

ラ エ ル は エ ジプ トを去 り）》

金
詩編50 匚51］：《Miserere　mei 　Deus （神
よ ，われ らを憐れ み給え）》

土 賛歌 ： 《Ave　Maris 　Stella（め で た し，

海の星 ）》

下，写真参照）が ， 長崎で 印刷 ・出版 され ， 現

在 ， 国内で は 上智大学キ リシ タ ン文庫に所蔵 さ

れ て い るほか ，禁教下 の 日本で ，ひ っ そ りとキ

リス ト教 を守 り伝 えて きた，島原生月の 隠れキ

リ シ タ ン の 人 々 が歌 う「歌オ ラ シ ョ 」が ， 随分 Er

本語発音へ の転訛が 見られる もの の ，原語で あ

る ラ テ ン 語が ，後 に 皆川氏の独 自の 研究 に よ っ

て ，もとの ，イベ リア半 島系 とい う地方色の 強

い グ レゴ リオ聖歌が 特定され る程度の 変化で ，

脈々 と口承 によ っ て 伝 えられて きた 。

　筆者は，こ れ ら現存す る
一級資料 と して の 価

値 を見出すばか りで な く， そ こ に宣教師た ちの

遺 した熱意と人 々 の 敬虔さ をお の ずと感 じさせ

られ ，深い 尊敬の 念 を覚 えず にはおれない 。

「サ カ ラ メ ン タ提要』（上智大学所蔵 ）

【器楽教育分野】

　器楽に関 して は，ザビエ ル 来日当時か ら ， 様々

な洋楽器が 日本に もた らされて お り，最 も初期

の 楽器 に関する記述 が見て 取れる もの の
一

つ に，

ザ ビエ ル が 山 口 で 大内義隆に 謁見 した 際 ， 贈呈

した とされ る 「響鐘の 声と十三 の 琴の絃ひか ざ

る に五 調子十二 調子 を吟ず」 る楽器，す なわ ち

クラヴ ォ （現在 の ク ラヴ ィ コ ー ド）に相当する

と思 われ る もの や ，viola 　 d
’
arCQ が あ っ た。

後者は，明確 な記述 が残 され て い ない の で ，竹

井氏の リュ
ー トで ある可能性 もある

，
とい う見

解に とどめてお く。 宣教師が宗教伝播の 目的で

使用 した楽器は ，先述 の よ うに，大別 して 弦楽

器 と鍵盤楽器に 分類 され る よ うで ある 。 セ ミ ナ

リオ の教育課程 で も，
こ れ らの演奏 は， 重要な

履修科 目とされ た 。

　 さて ，弦楽器 で あるが ，聖歌の 伴奏 と して 用

い られ る際 に 日本人が弾 くの は
， か な りの 困難

を伴 っ た ようで ある 。

一般の キ リシ タ ン を指 し

て か，宣教師側か らみた 日本人の 弦楽器演奏に

つ い て は
， 『イ エ ズス 会士服務規定』に て

， 「日

本人 に は…鍵盤楽器 を除 くヴィ オラ ・ダル コ
…

等の 楽器の 演奏 を教授 して は な らな い 」 とい う

厳 しい 評価 を得 て い るか ら，竹井氏 は，おそ ら

く日本人 の 演奏 は，聴 くに堪 えない 状態で ，宣

教師た ちが聖歌 の音程 を とっ て教授す る際 に用

い て い た くらい で は なか ろ うかと指摘して い る 。

また ， 日本人 も ， フ ロ イ ス の 『日欧文化比較』

に見られ る よ うに，「西洋人に お い て は ，高貴

な人び とは ヴ ィ オラ を奏する こ とを誇 りと して

い る 。 日本で は ，
ヨ
ーロ ッ パ の手回 し風琴を弾

く人 の よ うに ，それ は盲人 （琵琶 法師）の 仕事

で ある1 とい う事実 に も起因 した もの か ，さ し

て 自ら馴 染 もうとする類 の もの で は なか っ た の

か も知れな い
。

　
一

方 で ，日本 人は，鍵盤i楽器 には並 々 な らぬ

興味を示 し，実際，
セ ミ ナ リオで の教育に よ り，

生徒た ちは大い な る上達を示 した 。
セ ミナ リオ

で の 教育は
， 先 に も述べ た よ うに ，ラ テ ン 語 ・

日本語 の 習得 と，音楽教育 の 三分野 を軸 と して

い た か ら，音楽教育に充当され る時間 もか な り

多か っ た 。 また ， 音楽教育 を受ける もの の うち，
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器楽に精通するため の 特別な指導を受けるには，

と くに 才能の ある もの が 選ばれ た よ うで ある 。

セ ミナ リオで の 生徒 達の 一
日を追 っ た もの か ら，

音楽 に関する部分 を抜粋 してみ る と，以下 の よ

うな もの で ある 。

　午後は 二 時か ら三 時 まで
， 唱歌 や楽器演奏の

練習 時間が と っ て あ り，既に上達 したもの が教

師の 助手と して ，他の もの の 練習の 手助けをす

る こ ともあ っ た 。 祝 日 の な い 週 に も
，

聖歌 の合

唱や ，クラヴt ，ヴィ オラ
・ダル ゴ，オル ガ ン ，

そ の 他楽器の練習 は課せ られ て お り，日祝 日，

また天候の 良くな い 日に も，音楽教育を受けて

い る もの は
， 演奏 の練習 をする こ とが ， ヴ ァ リ

ニ ャ
ーノ の 定め た 『セ ミナ リ オ 指導規 定』

（1582）で，義務付けられ て い た 。

　南蛮渡来の鍵盤楽器 の 中で も， ヴ ァ リニ ャ
ー

ノ と特に深 い 関係があ り，なおかつ 日本人 の 注

意を もっ と も引 き，好 まれ た楽器は ，オ ル ガ ン

で ある 。 おそら く， 初 めて 日本 にオル ガ ン を携

行 した の が ， ヴ ァ リニ ャ
ーノ その 人で あ っ た と

され るほ ど，オ ル ガ ン は彼に ゆか りの深 い 楽器

なの で ある 。 竹井氏は
， ヴ ァ リニ ャ

ーノ の 来朝

年 ， 1579 年 を境 に 聖 歌演 奏 の 記 述 が 「com

orgao （オ ル ガ ン伴奏 に よる ）」 とい う記述 が

現れ始 めた こ とか ら
，

こ の 説の 重 要 な裏づ けに

なる，と指摘 して い る 。 もちろん ，オル ガ ン も

典礼 の ため の 楽器 と して 最 もふ さ わ しい もの の

一
つ で ，来朝以前，オ ル ガ ン テ ィ

ー
ノが送 っ た，

「五 機 内にオ ル ガ ン やその 他の 楽器 …を送 っ て

くれ さえすれば，わずか
一

年以 内に ，日本 の 主

要都市で ある京 と堺 を改宗せ しめ ん」 と い う意

気込み を綴 っ た書簡 に ， 応え ようと した と い う

の が主な理 由で あろ うが，ヴ ァ リ ニ ャ
ーノ は，

来朝時2台の オ ル ガ ン を携 えて きた の で ， フ ロ

イス 書簡 にある ように ， 京に上 る途 中 ， 立 ち寄

り先 の 高槻 に て ，高山右近に オ ル ガ ン 演奏 を聴

かせ た り，1581年 に は織田信長の 城下町 ・安土

と
， 大友宗麟の 治 め た豊後臼杵 に ， それぞれ設

置 した様子が，『イエ ズ ス 会 日本年報』 か ら知

る こ とが で きる 。 日本人は，珍 しい 異国の 楽器

を
， 大絶賛 した と もあ る 。

　さて ，ヴ ァ リニ ャ
ー

ノの携行 したオ ル ガ ン の

種類 は，移動 の 先 々 で 演奏 されて い る こ とか ら，

ポジ テ イ フ と呼ばれ る，携帯用 の小 型の オ ル ガ

ン で はなか っ た か と類推 される 。
こ れに関 して

も，具体 的な記述 は
，

ほ どなくして キ リス ト教

禁教 ・迫害を経験 した ためか ， 今日には ， 残念

なが ら残 っ て い な い が ，ブ リキ製の パ イプに，

ふ い ご を有す る ような形 の もの で あっ た らしい
。

日本で も，1600年以 降，本渡の西方 ， 志岐にイ

エ ズ ス会の 工芸学校が あ っ て ，イ タリ ア 人 の 修

道士，ジ ョ ア ン ニ コ ラオが政策の 指導者 とな っ

て ， オ ル ガ ン を製作 して い た よ うだ 。 「ヨーロ ッ

パ の それ よ りはるか に太 く，丈夫な一種の 筒で

ある 。 竹筒で何台か の オル ガ ンが製作された 。

…

柔らか な音色 を有 し て い た 。 主要な教会 に は
，

以 上 の ような オル ガ ン が備 え付けられて い る
…
」

とある こ とか ら，日本人に い か に こ の楽器が好

まれて い た か知れ よう 。 戦 国の 世に あ っ て ，布

教の ため の
一

つ の 手段 に過 ぎな い はずの オ ル ガ

ン が，国内産 の もの まで 出現するほ ど，受容さ

れて い た様子が読み取れ る 。

　ヴ ァ リニ ャ
ー

ノは ， 1582年に有馬の セ ミナ リ

オか ら，正使 として伊東マ ン シ ョ （大友宗麟の

名代）， 千 々石 ミゲ ル （大村 純忠 ，有 馬晴信の

名代），副使として 中浦 ジ ュ リア ン
， 原 マ ル チ

ノ の 4人 の 少年達を選出 し，彼 らを欧州留学 さ

せ た 。 これが世 に言 う， 天正 少年遣欧使節の 派

遣で
， 彼 らの 最た る 目的 は ロ

ー
マ へ 入 り， 教皇

に謁見する こ とで あっ たが ，こ の遥かなる旅中，

イタ リア の ほ か には ，ス ペ イ ン やポ ル トガ ル の

各都市を歴訪して
，

ル ネ ッ サン ス 黄金期の 西洋

の 音楽に触れ た 。

　そして
， 日本の 宗教音楽教育史上 で ，もっ と

も輝か しい こ との 一つ が ，
こ の旅の 途中にある 。

今 日，ユ ネス コ の 文化遺産 に指定され て い る，

ポル トガ ル の 町エ ヴォ ラに，かの ヴ ァ ス コ ・ダ ・

ガ マ に もゆか りの 深 い ，エ ヴ ォ ラ大聖堂 と い う

壮麗な大聖堂が聳え立 っ てお り，
こ の教会内に ，

製作者は不明で ある が ，1562年に作 られたパ イ

プオル ガ ンが設置 されて い る 。 こ れは ，現在で

は，ポ ル トガル で最 も古 い もの で ，か つ
， 今 尚

演奏され て い る大オ ル ガ ン で あり，こ れ を伊東

マ ン シ ョ と千々 石 ミゲル が奏 して ，人び とか ら
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喝采をあびた とい うの は ， あまりにも有名で ある 。

　歌唱の 分野 とも重な るが ，使節団派遣記 と し

て 後 に ，
デ ・サ ン デ が まとめ た 『天正 遣欧使節

記』は，初め て西洋の音楽を肌で感 じたときの ，

彼 らの 大い なる驚 きと鋭 い 分析 を，400年を隔

た っ た私達に，鮮やか に伝 えて くれ て い る 。 主

人 公 ・千 々 石 ミ ゲ ル の 言葉で それ は綴 られ ， 彼

は，複旋律の 響 きに つ い ては ，「西洋 音楽 は ，

全 て声 が…同時 に巧みな節調 を もっ て 発せ られ

て
， そ こ に

一
種 え もい わ れ ぬ 和音 ・諧調 を生ず

る 。」 と述べ ，また 日本音楽との比較 を省 みて ，

「日本音楽は，今ま で の と こ ろ ，音楽の 技芸 も

なけれ ば，訓練 も全 く存在せ ず，こ うゆ う技芸

や 訓練 なくしては，和声の規律 も又学び得ない
…

西洋音楽 には ，音 の複雑 な変化 の 心得が あ り，

巧妙 な製法に よる楽器があ り，また音楽の 書物

も多 く， 楽譜の種類 も驚 くばか りに多数 ある こ

とに よ っ て ，こ の 技芸 を非常 に輝か しい もの に

して きた」と も述べ て い る 。

　彼 らは ， 帰国の途 に つ く際 ， 様 々 なる音楽書

や 楽譜，そ の 他様 々 な楽器 も，印刷技術 と共 に

持 ち帰 り，先述の 『サ カ ラ メ ン タ提要」 の と こ

ろ で 記 した
， 日本 人に よ る 楽譜が印刷 され る と

い うよ うに，歴史が 繋が っ て い くので ある。

　また ，彼らは帰国後，聚楽第に て 秀吉の 前で

御前演奏 を行 っ た と され て い る 。 こ こ で は
，

八

年 もの長 きにお よん だ使節 として の旅の途 中で

も，ず っ と受け続けて きた練習の 成果 を見事に

発揮 し，それぞれクラ ヴ ォ
・
アル ペ （ハ ープ）・

リ ュ
ート・ラ ベ イカ （ヴ ァ イオ リ ン の

一種 ）の

楽器 を演奏して ，秀吉 は3度 も彼 ら に ア ン コ
ー

ル を送 っ た とい う 。 既 に ， キリス ト教 を邪教 と

み な して い た秀吉に も， 彼らの演奏は政局の様 々

な憂い を一
時忘れせ しめ，聴きい らせたの だっ た。

　結局，この後 秀吉の後に政権を握 っ た徳川幕府

によ っ て ， キリス ト教は徹底 した壊滅状態 に追い や

られ て い き，成入して カ トリ ッ ク司祭の叙階を受け

て活躍 した元 ・天正遣欧使節達も，マ カオ へ の 追放

や殉教の憂き目に遭い ，キ リシ タン暗黒時代を迎え ，

かつ ては，織田信長や，そ の他キ リシ タ ン 大名な ど

権力者をも喜はせたキリス ト教の宗教音楽 も，その

教育機関も，全て運命をともにする
。 そ して

，
1864

　天正遣欧使節 ：伊東 マ ン シ ョ
ー （左上），千々

石 ミゲル ー （左下 ）， 原 マ ル チ ノ ー （右上），中

浦ジュ リア ン ー （右下 ）。 1586年 ドイ ツ の ア ウ

グス ブル クで発行 され た木版画 。 原図の木版画

は，京都大学蔵

The　Organ 　Qf 　Evora 　 Cathedral，　 Portugal

年に劉 奇で潜伏して い た信者が発見される まで
， 日

本の教会は，ひ っ そ りとその影をひそめて しまうが，

その間におい て さえ，彼らの 間で信仰が守られ 脈々

と 「歌オラシ ョ 」が歌V継 がれ て きた こ とは
， 驚嘆

するとい うほかにない
。 教会の建築物はこ とごとく

破壊され ， 器楽も邪教を広げる手段 として処分 され

たなかで，オラシ ョ は口承で あっ た ゆえの ，貴重な

遺産であると言えるだろう。

結

　以上
， ヴ ァ リニ ャ

ーノ の 教育方針とセ ミナ リ

オ で の 実際の 内容等 ，宗教教育機関で の 音楽指

導を中心 に，周辺の 諸事情に も細か く注意を払 っ

て
， 概観 して きた 。 戦国の 激動期に あ っ て ，勢
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力拡大 と私腹 を こ や す こ とを目論ん だ各 々 の 為

政者 の 思惑 ， 新来 の 異 郷を受容する側 の 態度，

宣教 師間の 裏 に潜 む，西洋大航海時代の様相が，

宗教伝播の 実際 にお い て
，

どれだけ多 くの 要因

となっ て ，複雑 に絡み あ っ て きたの か，そ して

そ の中で ， 純粋 に神の 福音を述 べ 伝えよ うと，

現地 日本人 の 心 を最 も捉え，彼らの 愛好 した音

楽教育 を重視 した布教法を選択 した ヴ ァ リニ ャ
ー

ノ ら宣教 師の こ と， そ して短い そ の 教育の輝か

しい 成果 として の ，天 正 遣欧使節団の 派遣，禁

教 にあ っ て も歌 い 継が れ て きた 日本版 グ レ ゴ リ

オ聖歌で ある歌 オ ラ シ ョ の 存在を通 し， 筆者は
，

日本 にお ける西洋音楽教育の 萌芽を見 出す とと

もに，四百年もの 遠 い 時間を超えて ，初 め て 出

会 っ た 西洋 と 日本の 交流 に思 い を馳せ
， 宗教伝

播が もた らした教育の 意義 と，それ に付随する

祈 りの 音楽の 偉大さに ，改め て 深 い 感動 を覚え

て い る と ころで ある 。
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